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FY23 実績FY22 実績
為替レート
（対円）

144.4円135.1円USドル

156.8円141.3円ユーロ

20.1円19.7円人民元

2

23年度 決算概要

23年度 市場の変化とその解釈
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• 期中から市況回復を見立てたものの、 重要市場中国変調の影響大
- 中国市場高成長の終焉

• 対応策には既に着手済みも甚大影響をカバーする効果創出に至らず

- 品質＜価格重視のミドルレンジゾーンの台頭

- デジタルモデルシフト

- 地域毎ビジネスモデル革新

- 基幹システム刷新を始めとする事業基盤強化

• 斯様な市況に 大限対峙しつつ、次なる飛躍に備える厳しい1年

- 愚直な事業推進と攻めの打ち手の仕込みを継続
- 苦労の甲斐あり23.4Qでは対前年増収増益を確保

- 中国市場の回復期を見極めるべく大きな一手を中止（華南工場）

- 他国の設備投資及び、工場稼働への影響



FY23FY22

項目 増減率

実績
公表値
（7/28）

実績
対公表対前年

▲2.5%▲1.5%367,649377,000373,151売上高

▲10.4%▲17.7%38,36542,80046,615営業利益

▲0.9pt▲2.1pt10.4%11.4%12.5%利益率

▲5.4%▲13.7%41,26543,60047,838経常利益

▲7.7%▲17.9%28,15230,50034,282当期利益

百万円

23年度 決算概要
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売上数量減に加え、攻めの施策継続による費用増等で収益性低下

中国を中心に、グローバルで設備投資需要減の影響により対前年減収

百万円

売上高

項目 対前年増減率
FY23
実績

FY22
実績 円ベース

（※）

▲1.5%
（▲4.4%）367,649373,151合計

▲3.0%
（▲5.9%）118,219121,932FA事業

＋1.0%
（▲3.4%）79,93279,125

金型部品
事業

▲1.5%
（▲3.7%）169,497172,093

VONA
事業

23年度 事業別売上高・営業利益
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営業利益

対前年増減率
FY23
実績

FY22
実績

円ベース
（※）

利益率利益率

▲17.7%
（▲25.3%）

10.4%38,36512.5%46,615

▲29.4%
（▲37.1%）

12.8%15,09717.5%21,384

＋4.8%
（▲2.7%）

11.4%9,13911.0%8,723

▲14.4%
（▲21.8%）

8.3%14,1289.6%16,506

※現地通貨ベース

金型 ：亜・欧は増収維持も他地域低調、為替効果により増収増益（円ベース）

FA ：中国の停滞影響甚大、meviy伸びでカバーできず減収減益

VONA：為替効果や4Q回復傾向あるも需要低減をカバーできず減収減益
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23年度 日本・海外売上高
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（円ベース）

海外売上高

（百万円）

日本：ほぼ前年並み、自動車関連需要は下期より緩やかに回復

海外：為替効果により中国以外は増収確保、4Q以降中・亜が回復基調

日本
前年比 ▲0.9%

海外
前年比

▲2.0%
（円ベース）

海外比率
53.4%

196,507

171,141日本売上高
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23年度 地域別売上高
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アジア

中国

ヨーロッパ

アメリカ

（円ベース）

アジア

印、尼好調、その他4Q以降
回復基調

円ベース

＋2.3%
現通ベース

▲3.1%
（前年比）

中国

（前年比）

前年比大きく減収、4Q以降
回復兆し

円ベース

▲11.7%
現通ベース

▲13.6%

アメリカ

下期以降減速するも為替
効果で増収

円ベース

＋0.7%
現通ベース

▲5.7%（前年比）

ヨーロッパ

市況低迷中、上期堅調も下
期より減速感あり

円ベース

＋8.0%
現通ベース

▲2.7%
（前年比）
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12.5%

10.4%

※ PU/CD(プライスアップ/コストダウン)

23年度 営業利益増減分析（対前年）

8

攻めの施策

PU/CD・為替・経費抑制効果は数量や稼働減による収益悪化をカバーできず

需要減の厳しい環境下も、成長に向けた攻めの施策はほぼ計画通りに実行

売上
数量減

IT基盤
強化等

稼働
低下

（一時的
在庫評価損

含む）
人員・組織

強化

中・亜
PD

PU/
CD※

その他
経費等為替

効果
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24年度 通期業績見通し

24年度 市況の見立てと当社の取り組み
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• 中長期的オートメーション産業の需要堅調予測は変わらず
- 社会課題の解決に向け、自動化需要はグローバルに拡大

• 短期的には市況の不透明性は残存も、期中からは回復トレンド

- FAのみならず、あらゆる産業に自動化導入が本格化

- 地政学リスクや為替影響等、事業環境の不確実性が継続

- 足元の需要動向から、上期は緩やかな回復基調に留まる

- 下期より自動車、半導体関連等設備投資の本格回復を見込む

• 市況回復期に成長需要を確実に押さえる勝負の年

- FY23迄に準備した戦略施策を順次発動
- 市場実態に合わせた地域ポートフォリオの改定

- “デジタルモデルシフト” × “地域毎成長戦略”による成長加速

FY24FY23

項目 対前年増減率
計画実績

現地通貨ベース円ベース

＋7.1%＋6.9%393,000367,649売上高

＋20.5%＋19.9%46,00038,365営業利益

＋1.3pt＋1.3pt11.7%10.4%利益率

-＋14.9%47,40041,265経常利益

-＋22.2%34,40028,152当期利益

百万円

24年度 通期業績見通し
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独自施策の効果、下期からの本格的な市況回復で過去 高売上を目指す

成長に向けたIT基盤・組織の強化は継続も、数量増・PU/CD効果で増益



FY24FY23

項目 対前年増減率
計画実績

現地通貨ベース円ベース

＋7.1%＋6.9%393,000367,649合計

＋14.9%＋14.7%135,650118,219FA事業

＋2.9%＋2.9%82,22879,932金型部品事業

＋3.5%＋3.3%175,122169,497VONA事業

百万円

24年度 事業別売上高見通し
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金型・VONA：商品・サービスの強化および市況の回復により増収を企図

FA：独自施策＋多様な分野における設備投資需要の回復で高成長
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日本売上高

海外売上高

（予）

日本：自動車・半導体関連を中心に需要回復し、下期にかけて高成長

海外：米・亜・欧を中心に更なる成長を目指すも、中国はほぼ横ばい

24年度 日本・海外売上高見通し
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（百万円）

海外
前年比

＋8.2%
（円ベース ）

日本
前年比 ＋5.4%

海外比率
54.1%

180,330

（円ベース）
212,670

62,596 
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24年度 地域別売上高見通し
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アジア

中国

ヨーロッパ

アメリカ

（予）

（円ベース）

中国

本格的な成長回帰ならず、
ほぼ横ばい

円ベース

＋2.9%
現通ベース

＋3.6%
（前年比）

アジア

E品浸透と各国市況の回復
ミックスで継続成長を計画

円ベース

＋9.1%
現通ベース

＋10.1%
（前年比）

アメリカ

製造業回帰の好機を活かす
べくリソース傾斜投入を実施

円ベース

＋13.3%
現通ベース

＋12.8%（前年比）

ヨーロッパ

多地域化を図り、更なる成長
を狙う

円ベース

＋9.2%
現通ベース

＋9.1%
（前年比）

（アジア）

（中国）
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人員・組織
強化

ＩＴ基盤
強化等

売上
数量増

ＰＵ/
ＣＤ※ 為替

影響

その他
経費等

10.4%

11.7%

24年度 営業利益増減分析（対前年）
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基幹システム刷新継続・人員組織強化（人員数・人件費）含め収益性1.3pt改善
売上数量増および収益改善PU/CD効果により増益を計画



（億円）

93 86 97 109
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設備投資の推移

214

180

140

165

（うち物流関連35億）

（計画）

136

生産・物流関連

IT関連

設備投資

FY23：新基幹システムを 大拠点日本に導入済、今後の成長加速を期待

FY24：ITをはじめ事業基盤強化を継続し、グローバル確実短納期を磨き込む
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179

200

（うち物流関連30億）

資本政策
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資本政策
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• 成長連鎖経営の実現に向けた中長期視点での成長投資を優先しつつ、
株主還元充実とのバランスを従来以上に明確化

• 資本コスト以上の資本収益性として、エクイティ・スプレッド拡大を目指す

• 手元資金は、地政学リスク・経済危機等のBCP対応時にも、顧客供給
責任を果たす必要資金を確保（半年分の事業活動資金 約1,000億円）

• 将来キャッシュフローは、オーガニック・インオーガニック成長へ再投資

• 残額は、成長投資と株主還元への機動的なアロケーション枠として、
今回は配当性向30%への引上、自己株式200億円取得へ優先配分

＜キャッシュ・アロケーション＞

配当性向
30%目安に変更
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配当総額 1株当たり配当金

（予定） （計画）

（円/株）（百万円）

7,738

36.62

10,319

株主還元

23年度は、通期27.47円の配当を実施予定（配当性向27.5%）

24年度は、通期36.62円の配当を見込む（配当性向30%）

27.47

上期12.60円（前年比▲5.20円）、下期14.87円（前年比＋2.53円）


